

スピーカー システム 

S-8EX 



取扱説明書 




パイオニアの製品をお買い上げいただを、まことにありびとラございます。お使いになる前に、この取扱説明書をお 
読みください。特に「ご使用の前に」は必ずお読みください。取扱説明書は後々お役に立つことちありますので「保 
証書」、「ご相談窓□のご案内•修理窓□のご案内」と一緒にな巧してください。 


給表示の例 


A 

0 

〇 


A 記号は注意（警告を含む）しなければ 
ならない内容であることを示しています。 

Q 記号は禁止（和ってはいけないこと） 
を术しています D 

〇記号は行動を強制したり指示する内容 
を术しています D 


^まをに正しくお使いいただくために 


ご巧用の前に 


〇このスピーカーシステムのインピーダンスは、 
日0です。負荷インピーダンスび日〇〜1已0の 
アンプ（スピーカー出力端子に己 Q~ 16 n の表 
示びあるちの）へ接続してお使いください。 

A スピーカーを過大入力による破損から守るため下 
記のま意事項をお守 D <ださい。 

• 許容入力し iLh を入力しない。 

• グラフィックイコライヴー、 AV アンプの音場 
補正機能などで、高音を大幅に増強する場合、 
音量を上げすざない。 

• ル出カアンプで無理に大をな音を出さない（ア 
ンプの高調波歪び増え、スピーカーを破損する 
ことびある）。 


A 注意 

殿置] 

• ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場 
所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして 
けびの原因となることびあ0ます。 

-テレビ、オーディオ機器等に本機を接続する場合 
は、おのおのの機器の取扱説明書をよ <読み、電源 
を切り、説明に従って接続してください。また、接 
続は巿版のコードを使用してください。 

• この製品は天井に吊り下げたり壁に掛けたりしな 
いでください。落ちてけびの原因となることびあり 
ます。 

• 壁や天井に取り付けたり、棚の上など高い巧に設置 
しないでください。グ1」ルは取り外し可能な構造な 
ので、をちんと取り付けていないと、グ1」ルびがれ 
て落ちたりしてけびの原因になることびあります。 


瓶用方法] 

• 音び歪んだ状態で長時間使わないで<ださい。ス 
ピーカーび発熱し、故障や火災の原因となることび 
あります。 

• 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでくださ 
し、。特にお子様はごま意ください。倒れたり、こわ 
れたりしてけびの原因になることびあります。 

• 本機の上に重いちのや外砕からはみ出るよラな大 
をなちのを置かないでください。八ランスびくずれ 
て倒れたり、落下してけびの原因となることびあり 
9 0 

• 同軸ユニット（トゥイーター、=ッドレンジ）には 
強力な磁気回路を用いています。鉄などの磁性体を 
不用意に近づけないで<ださい。振動板を破損する 
恐れびあ D ます。 
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インターネットによるお客様登録のお願い 
http://pioneer.jp/support/ 

弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。上記アドレスからご登録いただ 
くと、ご使用の製品についての重要なお知らせなどをお届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったとさの 
よ<ある質問や各種お問い合わせ先の案内、カタログや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービス 
の提供を目的としたページです。 
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付属品の確認 



• スパイク X 吕 


〇 〇 〇 

• コルクシート X 3 



• 滑り止めバッド（大 ） X 2 

U 

• 滑り止めパッド（ル） X 4 




•ソツシヤー X 2 
• スプ U ングワッシャ ー X 1 
• ネジ （ M 已 X L 40) X 1 
• ネジ （ M 己 X L 3 己） X 已 
• グ U ルネット X 1 
• イ呆証書 X 1 

• ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内 X 1 
• 取扱説明書 


• フオームプラグ （ A , B ) X 2 
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EX について 


EX シ U —ズは、パイオニアのフラグシップスピーカー TAD の技術思想をふんだんに取り入れ、それぞれの価格帯で、 
現在望みラる最高のスピーカーを作ることを目的に開発されました。 

EX シ U —ズの開発.設計は、パイオニアのスピーカー技術を結集した、国際的なプ□ジェクトチームによって行わ 
れています。 


S-8EX のテクノロジー 


CST 

システムのコアとなるドライバーは TAD の技術を踏 
襲した、 C S T に oherent Source Transducer) です。 
トゥイーター.ダイヤフラムび S ッドレンジ.コーン 
の頂点に同軸で取り付けられ、本機では400 Hz から 
100 kHz の音声を一つのポイントから放射すること 
び巧能になります。 CST によってリスナーのちに達す 
る直接音と間接音の双方で、優れた周波数バランスび 
保証され、リスニングルームのどこでちち質なサウン 
ドを得られるよラになり、臨場感び化大します。 


セラミックグラフアイト • ダイアフラム 

CST のトウイーター部には、セラミックグラフアイ 
卜-ダイアフラムを探巧しています。セラ5ックグラ 
ファイトは、振動板に巧いられる材質の中で、最高ク 
ラスの強度と内部損失を両立しており、八イエンドの 
オーディオスピーカー システムにおいても、最高クラ 
スの特性を有する素材です。セラ5ックグラファイト 
の輕量さと比類ない強度の組み含わせにより、ダイア 
フラムの共振は可聴範囲を大を<超えたところまで高 
められます。 



S ■扫 EX の CST 


速度 
( m / 秒） 

18 00 Oj 

16 000-- 
14 000-- 
12 000 -- • 

10 000 -- + 
8 000 -- 
6 000 -- 

m ♦ 

4 000-- 


2 000-- 乐 

0-I -1-1- 

0.005 0.015 

内部損失 （tan 5 ) 


+セラミックグラファイト 
参ベリリウム 
—ホウ索合金 
■ アルミニウム 
♦ セラミックカーボン 
夺紙 
X チタン 


0.025 


セラミックグラフアイトとその化の素材のを度巧性 


マグネシウム合をダイアフラム 

C S T の5ッドレンジにはマグネシウム合金ダイアフ 
ラムを採巧しています。マグネシウムの輕量、高内部 
損失特性によって、トランジェントび良く、カラーレー 
シ ョ ンの少ない中音域を再生します。 


4 








ウーファー 

S -8 EX スピーカーシステムの基盤となるのは、下図 
に示すウーファーです。ダイアフラムは、 S -1 EX の 
開発時に生まれたアラ5ドカーボンコンポジット材を 
使用し強度を確なしました。また、ル出力から大出力 
までの U ニア U ティーを確保するために、パイオニア 
独自の磁気回路技術 LDMC を採用し、歪みのほ減を 
徹底追及しています。 



S -8 EX のウーフアー 


エンク □—ジャーの構造 

S -8 EX の独特のフォルムは、理論的な必然性によっ 
て作られています 。 CST と2本のウーファーからの 
音の到達時間を一致させるために、各ドライバーは、 
プレシジョンカーフと呼ばれる、優美なカーブを巧い 
たバッフル上にマウントされます。（下図参照） 

このバッスレは、最大厚さ已已 mm の MDF 材冲密 
度繊維板）を特殊技術で加工したちので、強力なドラ 
イバーの発生する駆動力をしっかり受け止めます。ま 
た、バスレフのポート部は、極厚の MDF のブ□ック 
から削り出されたもので、徹底的に風切り音を化減し、 
ク U アで深いほ音を実現しています。 


ク□スオーパー • ネットワーク 

クロスオーバー-ネットワークには厳選された部品の 
みび使用されています。信号経路内の空なコイル、無 
誘導抵抗、フィルムコンデンサーはすべて慎重に選択 
され、 CST ドライバーに最適化されたちので、信号 
の透過性を最高度に維持しています。ウーファーはケ 
イ素鋼板コアコイルを使用して、エネルギー伝達□ス 
の最ル化と化歪化の両立を実現しました。すべての部 
品は、プ1」ント基板を使用せず、直接配線材で接続さ 
れ、損失を極限まで抑えることで、パフォーマンスを 
最大限に高めています。 


[AIR STUDIO 引とのコラボレーシヨン 

1目6目年、白 eor 呂 e Martin 氏が英国□ンドンに設 
立して来、多<のアーティストから世界最高峰の 
録音スタジオとして飽対的な信頼を得ている 「Air 
Studios 」。 S -8 EX に与えられた 「Air Studios 」 の 
紋章は、その世界トップクラスのヴウンドク U エイ 
ターが 巧めるクオ U ティーをも満たしたスピーカーで 
あることの証しです。 



AIR STUDIOS 



5 


















設置のしかた 


し i (下の中からお好みの設置のしかたを選択して < だ 
さい。 

■ 直接巧などに設置する場を 

付属のスバイクを取り付けてお使いください。 

手順 

1. スパイクをキャビネット底面の金属製鬼目ナット 
( M 6) を巧ち込んであるネジ部3力所に奥までね 
じ込みまず。 

谷 



2. スパイクび載る設置場所3力巧に、あ6かじめコ 
ルクシー トを置いておきまず。 

3. スピーカーを コル クシー トの上に置きまず。 


コルクシートをほ用せずに本機を設置した場合、 
設置した巧などにキズをつける可能性びあ D ま 
す。設置する度は、コルクシートをほ用すること 
をお動めします。 


A を意 

• 本機は約28 k 旨の重量びあるため、傾けなびらス 
バイクの取り付け作業を行ラことは大変を険です。 
キズのつかない柔らかい巧などの上に寝かせて、化 
ず2人しツ上で作業してください。 


■ 付属の台厘を使用する場合 

台座を使巧する際、付属のスバイクを使用する必要は 
ありません。 


手順 

1.付属の滑り止めパッド（小）を、台座の底面4力 
巧に貼り付けまず。 


滑り止めバッド（ル) 



2.付属の滑り止めパッド（大）を、台座の天面2力 
巧に貼り付けまず。 

滑り止めバッド（大） 



3. スピーカーを台座の上に載せまず。 

付属の台座を使用することで、スピーカーの角度 
を微調整することびでをます。 



么を意 

• 台座を使巧する場合は、スピーカーをネジで固定し 
ないでください。スピーカーび転倒し、けびの原因 
になることびあります。 
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■薛社スピーカースタンド rCP -7 EXj を 
巧用する場合 

CP -7 EX の天板を本機に付属の台座に付け替えるこ 
とで使用でをます。組み立てちはし U 下のよラになりま 
す。 

手順 

1. 台座のネジの座グリ部にあるパッキンを取り外し 
まず。 



2. CP -7 EX に台座を取り付けまず。 


台座と支柱取り付けるネジは、必ず本機に付属の 
ネジ （ M 日 X L 35) をご使用ください。 



3. 滑り止めパッド（大）を貼り付まず。 

4. 付属のネジ （ M 已 X L 40)、 スプリングワッシャ ー 、 
ワッシヤーを使って、スピーカーを固定しまず。 


落下防止のため、化ず本機をネジで固定してくだ 

さい（詳しくは CP -7 EX の取扱説日月書をご覧くだ 

さい）。 


滑り止めバッド（大) 



設置場所について 


U ス ニン グルームでのスピーカーシステムの設置状態 
は、化音の再生能力、音の正確性、臨場感の面でスピー 
力ーシステムの総合パフォーマンスに大をく影響しま 
す。部屋の環境によって設置のしかたび異なりますの 
で、このセクションはガイドのみを目的としています。 
実際に部屋で設置を試してみることで、最適な結果び 
得られます。下図の設置例を参考に、最適な位置を探 
してください。 



0設置上のごを意 

• 本機はキャビネット表面に天然木のま板を使用し 
ております。直射曰光のあたる場所や、暖房器具の 
近くには設置しないでください。天然木の収縮によ 
るキャビネットの変お、変色およびスピーカーび故 
障する原因になります。 

• スピーカーシステムは重いため、不安定な場所に設 
置するのは大変を険ですのでおやめ<ださい。転倒 
した場合、故障の原因となることびあります。 


ネジ （ M 已 XL 40) 




















































アンプとの接続 


接続するにあたって、本機にはスピーカーコードは付属しておりません。より良い音質でお楽しみいただくために、 
スピーカーコードは;欠の点にま意してお選びください。 

1. でさるだけ太いな線のちのを使用し、必要し U 上に長くしないでください。 

2. 種類により固有のキャラクターを持つちのびあります。ま意してご使用ください。 

3. 接軸抵抗びでさるだけルさくなるよラに、入力端子とアンプへの接続はしっかり固定してください。 


コードの接続 


1. アンプの電源スイッチを切って<ださい。 

(POWER OFF ) 

2. スピーカーシステム裏側の入力端子（下側）へ、ス 
ピーカーコードを接続します。入力端子の極性は 
ホびプラス （ + )、黒びマイナス（一）です。 

3. スピーカーコードをアンプのスピーカー出力端子 
につなざます（詳し<は、アンプの取扱説明書を 
ご覧ください)。 

手で下側の入力端テを 
(左側 G ) に回して緩 
め、スピーカーコード 
の先端を端子の巧に差 
し込み、短絡コードと 
共にツマ5を締め付け 
ます。 


( S ) 接続に関してのごを意 

-本機の入力端テは、バナナプラグでの接続ち可能で 
す。 

• バナナプラグをご使用の際は、入力端テの先端の 
キャップをがしてください。 

• 端テに接続したあとコードを軽く引いて、コードの 
先端び端テへ確実に接続されていることを確かめ 
て<ださい。不完全な接続は、音びとざれたり、雑 
音び出たりする原因となります。 

• コードのな線びはみ出して、な線どラしび触れたり 
するとアンプに過大な負荷び加わって動作び停止 
したり、故障することびあります。 


短絡コード 
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シングルワイヤリング接続 


シングルワイヤ1」ング接続をするには、付属の短絡 
コードでクロスオーバー'ネットワークの化域（ウー 
ファ ー再生帯域） と中高域 （ CST 再生帯域）の部分を 
結合します。下図のよラに、短絡コードを使用して上 
下の端テを短絡させ、アンプからの （+) 線をいずれ 
かの赤の接続端テに、アンプからの（一）線をいずれ 
かの黒の接続端子に接続します。 


(1 チヤンネルのみ図示) 


アンプ背面 


SPEAKERS OUTPUT 

e 9 

目 


本機 



スピーカー背面：入力端子バネル 


バイワイヤリング接続 


バイワイヤ U ング接続では、アンプからのスピーカー 
ケーブルを個別に化域（ウーファー再生帯域）と中高 
域 （ CST 再生帯域）に接続します。これにより、本機 
のウーファー、 CST ドライバーび直接アンプに接続さ 
れ、2つのドライバーに巧してケーブルタイプを自由 
に最適化することびでをます。 

一組のスピーカーケーブルを、接続端子の下の組（ウー 
ファー用ネットワーク）に接続します。そして、もラ 
一組のスピーカーケーブルを、接続端子の上の組 （CST 
用ネットワーク）に接続します。なに二組のスピーカー 
ケーブルをとちにアンプの適切な端テに接続します。 
下図のよラに、必ずそれぞれケーブルの （+) 側をア 
ンプの （+) 端テに、（一）側をアンプの（一）端子に 
接続してください。なお、短絡コードは使用しません。 


(1 チヤンネルのみ図示) 
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バイアンプ接続 


バイアンプ接続は、化域（ウーファー再生帯域）と中高域 （ CST 再生帯域）について、専用のアンプを使用するこ 
とで、最高のパフォーマンスを発揮でをます。し U 下の2つの接続ち法び巧能です。また、バイアンプ接続機能を持つ 
たパイオニア AV アンプをお使いの場合ち、バイアンプ接続をすることびでをます。詳しい接続や設定については、 
AV アンプの取扱説明書をご覧ください。 

A を意 

• バイアンプ接続をする場合は、スピーカーケーブルを接続する前に付属の短絡コードを取りがしてください。ア 
ンプを破損する原因となることびあります。 


パーチカルパイアンプ接続例 


ホリゾンタルバイアンプ接続例 


この接続では、2台のステレオアンプを1台のスピー 
力ーシステムに使用します。下図のように、各アンプ 
の1チャンネルで低域（ウーファー再生帯域）を駆 
動し、他のチャンネルで中高域 （ CST 再生帯域）を 
駆動します。一組のスピーカーケーブルとアンプの 
チャンネルを接続端子の下の組（ウーファー用ネット 
ワーク）に接続します。それから2組めのスピーカー 
ケーブルと他のアンプのチャンネルを接続端テの上の 
組 （ CST 巧ネットワーク）に接続します。必ずそれ 
ぞれケーブルの （+) 側をアンプの （+) 端子に、（一） 
側をアンプの（一）端子に接続してください。 



この接続では、異なるステレオアンプをスピーカーシ 
ステムのほ域（ウーファー再生帯域）と中高域 （CST 
再生帯域）に使用でをます（たとえば、高周波数に真 
空管アンプ、化周波数にソ U ッドステートなど）。下 
図のよラに、1つのアンプの各チャンネルで各スピー 
力ーシステムの化域 (ウーファー再生帯域）を駆動し、 
他のアンプの各チャンネルで中高域 （ CST 再生帯域） 
を駆動します。 

ウーファー部と CST 部の間の不均衡び生じないよ5 
に、このち式では、双ちのアンプのゲイン（増幅率） 
びそろっている必要びあります。ご不明な点は販売店 
にご相談ください。 


プ IJ アンプ背面 

OUTPUT 

感 


OUTPUT 

藥ぐ？ <111¢®= 


(1 チヤンネルのみ図示） 


(市販の Y アダプター） 


孔 


JL 
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その他 


—ムプラグの使い方 


本機は、低音の量感を調整するための フォームプラグ 
を付属しています。左ちのバスレフポートに、軽く詰 
めてお使い < ださい。お好みでフォームプラグ A のみ、 
またはフォームプラグ A と目を組み合わせてお使い 
<ださい。 

■ フオームプラグ A のみを使用する場合 


バスレフポート 



■ フォームプラグ A と B を組み合わせて 
使用する場合 


バスレフポート 



グ IJ ルネットの着脱 


このスピーカーシステムには、グ U ルネットび付属し 

ています。グ U ルネットを着脱するとをは、なのよ5 

に行ってください。 

1. 取り付けるとをは、グ U ルネットの日力所にある 
ま起部を本体の巧部に合わせて、押し込みます。 

2. がすとをはグ U ルネットの左側の上下を両方の手 
で持ち、手前に軽く引っぱってグ U ルネットの左 
側をがします。 

3. グ U ルネットの真ん中の上下を両方の手で持ち、 
手前に輕く引っぱってグ U ルネットの真ん中をが 
します。 

4. 同じよラに、グ U ルネットのち側の上下を手前に 
引っぱるとグ U ルネットは本体から外れます。 



キャビネットのお手入れ 


通常は、柔らかい巧でからなをしてください。ちれび 
ひどい場合は水で已〜6倍に薄めた中性洗剤に柔ら 
かい巧を浸してよく絞ったあと、巧れをなを取り、そ 
のあと乾いた巧で拭いてください。アルコール、シン 
ナ ー、 ベンジン、殺虫剤などび付着すると印刷、塗装 
などびはげることびありますのでごま意ください。ま 
た、化学ぞラさん等をお使いの場合は化学ぞラさん等 
に付属の注意事項をよ < お読み< ださい。 
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保証と アフターサービス 


巧証書（別添）について 

イ呆証書は、必ず「販売店名.腫入曰」などの記入を確 
かめて販売店から受け取っていただを、内容をよくお 
読みのラえ、大切にイ呆曽してください。 


巧証巧巧はご購入曰か百1年間です。 


捕修用性能部品の最ほ巧ち巧巧 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造巧ち切り後 
8年間な有しています。性能部品とはその製品の機能 
を維持するために必要な部品です。 

修理に関するご質問-ご相談 

お買い上げの販売店へご依頼<ださい。お買いホめの 
販売店に修理のご依頼びでさない場合は、裏表紙の「ご 
相談窓□のご案内 • 修理窓□のご案内」をご覧になり、 
修理受付センターにご相談<ださい。 


連描していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名：スピーカーシステム 
• 型ま： S -8 EX 
• お買い上げ日 

• 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望日 

• ご自宅までの道順と目標（建物や公園など） 

■ 巧証巧間中は： 

修理に際しては、な証書をご提示ください。な証書に 
記載されている当社のな証規定に基づを修理いたしま 
す。 

■ 保証期間び過ぎているとをは： 

修理すれば使用でをる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 
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付属品 

スパイク.…………… ... 

コルクシート ... 

滑0止め（大） .. 

滑0止め（ル）..… . 

台座 . 

スプ I 」ングワッシャー . 

ワッシャー . 

フオーム プラグ （ A . B ). 

ネジ （ M 日 X L 40). 

ネジ （ M 目 X L 3 已） . 

グ U ルネット ..... 

保証 ..... 

ご相談窓口のご案内-修理窓口のご案内 
取扱説明書 


音のエチケット 


楽しい音楽わ時と場所によっては気になるち 
のです。隣近所への思いやりを十分にいたし 
ましょう。ステレオの音量はあなたのむびけ 
次第で大さくをかさくもなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でを通0やす 
いちのです。夜間の音楽鑑賞などには特に気 
を配りましょう。近所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お互 
いに怎\を配り、快い生活環境を守りましょう。 


" 音のエチケット 


• 上記の仕様および外観は改良のため予告な<変更 
することがあります。 


はパイオニア（株）の開発した PHASE 
C 日 NTROL 技術〕ンセプトに基づき録音から 
I 再生までの位相特性のマッチングを因つた製品 

に付与される商標です。 



形式 . 位相反転式、ブックシェルフ型 

防磁設計 ( J 曰 TA ) 

スピーカー 構成 （3 ウェイ方式） 

ウ—ファー .. 16 cm コーン型 X 2 

S ッド/トゥイーター 

. 同軸14 cm コーン型/3 cm ドーム型 

インピーダンス..… . 6 n 

再生周波数帯域….. ... 34 Hz 〜]日日 kHz 

出力音圧レベル..… ...88.5 dB (2.83 V ) 

許容入力 

最大入力 （ J 曰 TA )... 160 W 

外形寸法 

….723 mm (幅 ） x 263 mm (高さ ） x 387 mm (與行） 
質量 . 28 k 旨 


A を意 


本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシ 
ステムです。設置のしかたによっては、色むらび生 
じる場合びあります。その場合は、一度テレビの電 
源を切り、1已分から30分後に再びスイッチを入 
れてください。テレビの自己消磁機能により、画面 
への影響び改善されます。その後ち色むらを発生す 
るよラな場合には、スピーカーをさらに離してご使 
用<ださい。近<に磁石や磁気を発生するちのび置 
かれている場合には、本機との相互作用により、テ 
レビに色むらを発生する場合びありますので、設置 
にごま意ください。 


3324112216111 
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< さ窓□へのお問い合わせの時のごを意 > 

r0120J で始まる IP フ U- コールおよび函，フ U- ダイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 ■ PHS などか (5 ご利用巧能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理■お取り扱い（取り付け■組み合わせなど）については、お買いホめの販売店様へ 
お問い合わせください。 


商品ついてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請ホについて 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:3 日〜] 8: 日日、 

±曜•日曜-ネ兄日 目: 3 日〜] 2: 日日、 

13:00-17:00 (弊社休業日は除く） 

•家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

■固 0120-944-222 

国一般電言舌 03-5496-2986 

■ファックス 

03-3490 -已 7] 8 


■インターネットホームページ 

http :// pioneer . ip / support / 

※商品についてよくあるお問いをわせ.；>(ールマガジン寶録のご案內 . お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書を一度ご覧になり、故障かどラかご確認ください。 
それでも正南に動作しなし場合は、①型名②ご購入日③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

参お買いまめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 


受付時間月曜〜金曜日:30〜19:00、±曜■日曜•祝日9:3日〜12:日0、13:0日〜] 8:0日（製社休業日は除く） 

圓電言舌 ^ 0120-5-81028 画一般電言舌 03-5496-2023 

■ファックス 函， 0120-5-81029 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄ヴービスステーション（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂0日吐曙-日曜-祝日-醇社休業日は除く） 

■-般電話 098-879 -1910 

■ファックス 0目8 — 879—] 3己2 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 


♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 


受付 時間月曜〜创星 9:30 〜 18:00、 ±曜 ■日 届- 祝日目: 30 〜 12:00、1 3:00- 

■電話 函 ， 01 20-5 -日 1095 ■ 

■ファックス 函 ， 012□— 已一日 109 日 

-] 8:00 (弊社休業日は除く） 

一般電言舌 〇已 38 — 4 另一]] 61 


平成20年已月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありまずので予めご了离ください。 V0L.028 


© 2008パイオニア株式会社禁無断転載 

パイオニア株式会社 承] 53-8 日日4ま京都目黒区目黒 1 T 目4番1号 


<SRA1464-A> 












